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内
外
均
衡
へ
の
調
整
過
程
　
　
　
，

　
　
　
i
交
易
条
件
と
利
子
率
格
差
を
中
心
に
1

課
題

　
各
国
に
お
け
る
所
得
水
準
と
為
替
レ
ー
ト
を
所
与
と
す
る
と
、

最
も
単
純
な
ケ
ー
ス
で
は
、
ω
貿
易
収
支
は
交
易
条
件
に
依
存
し
、

ω
貯
蓄
・
投
資
は
各
国
内
の
利
子
率
に
依
存
し
、
そ
し
て
㈹
資
本

収
支
は
内
外
の
利
子
率
格
差
に
依
存
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
ω
と

閉
を
用
い
て
、
財
（
お
よ
び
サ
ー
ヴ
ィ
ス
）
市
場
の
均
衡
－
対

内
均
衡
と
呼
ぽ
う
－
を
達
成
す
る
よ
う
な
交
易
条
件
と
利
子
率

の
組
み
合
せ
が
求
め
ら
れ
る
。
他
方
、
ω
と
㈹
の
関
係
を
利
用
す

る
と
、
国
際
収
支
を
均
衡
さ
せ
る
、
す
な
わ
ち
対
外
均
衡
を
も
た

ら
す
交
易
条
件
と
利
子
率
椿
差
の
組
み
合
せ
が
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
対
内
均
衡
が
交
易
条
件
と
利
子
率
の
次
元
で
表
現

池
　
　
間

誠

さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
対
外
均
衡
は
交
易
条
件
と
利
子
率
樒
差
の

次
元
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
は
、
内
外
均
衡
を
同
時
に
考
察
す
る
場

合
に
は
、
少
な
く
と
も
図
解
的
展
開
に
あ
た
っ
て
は
、
不
都
合
で

あ
る
。
こ
の
不
都
合
を
避
け
る
た
め
に
通
常
採
用
さ
れ
る
仮
定
は
、

外
国
の
利
子
率
を
一
定
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ

と
は
、
自
国
は
財
市
場
で
は
大
国
だ
が
、
資
本
市
場
で
は
小
国
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

と
仮
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
か
つ
て
ロ
イ
ド
・
A
・
メ
ヅ
ツ
ラ
ー
は
、
内
外
利
子
率
格
差
を

明
示
的
に
導
入
し
、
内
外
均
衡
へ
の
調
整
プ
ロ
セ
ス
を
考
察
し
た

　
　
　
　
＾
2
〕

こ
と
が
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
メ
ヅ
ツ
ラ
ー
論
文
に
啓
発
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
メ
ッ
ツ
ラ
ー
論
文
に
お

い
て
は
、
交
易
条
件
が
背
後
に
押
し
や
ら
れ
て
お
り
、
利
子
率
楕
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（39）　内外均衡への調整過程

差
と
貿
易
収
支
・
資
本
収
支
の
関
係
に
焦
点
が
合
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
交
易
条
件
も
明
示
的
に
取
り
扱
い
、
交
易
条

件
と
利
子
率
格
差
の
次
元
で
内
外
均
衡
を
表
示
し
、
そ
れ
を
用
い

て
内
外
均
衡
へ
の
調
整
過
程
を
考
察
し
た
い
。

　
次
節
で
は
、
二
国
を
同
時
に
考
慮
し
な
が
ら
、
交
易
条
件
と
利

子
率
格
差
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
内
外
均
衡
表
を
導
出
す
る
。
こ

こ
で
導
出
さ
れ
た
基
本
図
を
用
い
て
、
第
三
節
で
は
、
三
種
類
の

撹
乱
と
調
整
プ
ロ
セ
ス
が
論
じ
ら
れ
る
。
第
一
の
撹
乱
は
貿
易
収

支
表
の
シ
フ
ト
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
新
旧
の
最
終
均
衡
を

比
べ
る
と
、
内
外
利
子
率
格
差
は
変
化
せ
ず
、
交
易
条
件
の
み
が

変
化
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
第
二
の
擬
乱
は
資
本
移
動
表
に
関

す
る
も
の
で
、
こ
の
場
合
に
は
、
対
内
均
衡
表
に
沿
っ
て
交
易
条

件
と
利
子
率
（
格
差
）
が
変
化
し
、
対
外
均
衡
が
達
成
さ
れ
る
。

第
三
の
擬
乱
は
貯
蓄
・
投
資
表
の
シ
フ
ト
で
あ
り
、
第
二
の
ケ
ー

ス
と
は
反
対
に
、
対
外
均
衡
表
に
沿
っ
て
利
子
率
格
差
と
交
易
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

件
が
変
化
し
、
対
内
均
衡
が
達
成
さ
れ
る
。

（
1
）
　
例
え
ぱ
、
特
に
、
次
を
参
照
。
甲
＞
．
冬
…
ま
昌
一
§
ミ
§
－

　
§
ミ
昌
、
向
S
§
§
｝
。
、
一
（
彗
竃
昌
昌
彗
O
O
．
L
ま
o
o
）
〔
渡
辺
・
箱
木
・

　
井
川
訳
『
国
際
経
済
学
』
（
ダ
イ
ヤ
ー
モ
ン
ド
社
、
昭
和
四
十
六
年
）
〕

　
勾
・
U
o
、
自
g
置
一
・
o
、
§
向
8
§
ミ
ミ
§
さ
§
o
｝
δ
§
ま
一
（
■
竃
一
〇

　
籟
o
〇
一
a
一
H
目
o
－
勺
自
げ
旨
穿
o
畠
一
－
o
o
o
o
）

（
2
）
－
戸
豪
邑
員
、
H
思
雰
婁
竃
；
ま
量
“
一
昌
巴
＞
♀

冨
冨
彗
ヰ
g
局
昌
｝
目
勺
ξ
冒
①
鼻
＞
5
着
9
彗
＜
討
メ
：
o
o
．

　
；
宰
＆
ぎ
｛
o
冨
亭
o
向
8
目
o
昌
o
巨
o
ω
o
o
軍
さ
H
）
8
o
冒
σ
o
H
H
8
p

　
彗
O
召
巨
一
穿
＆
…
O
彗
鶉
一
射
．
向
二
竃
O
匡
．
ρ
』
o
す
畠
昌

　
＆
蜆
・
・
き
、
§
秦
餉
ぎ
ぎ
ミ
§
§
§
－
黒
§
o
蔓
員
（
o
8
『
o
q
o
≧
－

　
－
雪
四
自
o
o
目
ミ
巨
■
ま
＝
－
8
o
o
）

（
3
）
　
第
一
と
第
二
の
挽
乱
に
つ
い
て
は
メ
ヅ
ツ
ラ
ー
も
分
析
し
て
い

　
る
。
な
お
第
二
の
撹
乱
に
つ
い
て
「
対
内
均
衡
表
に
沿
っ
て
」
と
か

　
第
二
の
挽
乱
に
つ
い
て
「
対
外
均
衡
表
に
沿
っ
て
」
と
か
表
現
し
た

　
が
、
こ
れ
は
対
照
性
を
強
調
す
る
た
め
の
レ
ト
リ
ツ
ク
で
あ
り
、
正

確
に
は
第
三
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

＝
　
内
外
均
衡
表

　
二
・
一
　
対
内
均
衡
表

　
自
国
と
外
国
と
か
ら
な
る
世
界
を
想
定
す
る
。
各
国
の
所
得
は

完
全
雇
用
水
準
で
固
定
さ
れ
、
ま
た
両
国
の
通
貨
の
交
換
比
率

（
為
替
レ
ー
ト
）
も
固
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
さ
ら

に
、
貿
易
収
支
は
交
易
条
件
の
み
に
依
存
し
、
貯
蓄
と
投
資
ぱ
各

国
内
の
利
子
率
の
み
に
依
存
し
、
そ
し
て
国
際
間
の
資
本
移
動
は

内
外
の
利
子
取
椿
差
の
み
に
依
存
す
る
も
の
と
し
よ
う
。
こ
れ
ら

の
仮
定
の
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
は
極
め
て
単
純
な
も
の
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一橋論叢 第八十八巻 第四号　（40）
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で
あ
る
が
、
同
時
に
、
極
め
て
基
本
的
な
モ
デ
ル
で
も
あ
る
。

　
さ
て
、
第
－
図
㈲
の
上
半
分
に
注
目
し
よ
う
。
そ
こ
で
は
縦
軸

に
沿
っ
て
自
国
輸
入
財
（
外
国
輸
出
財
）
価
格
の
自
国
輸
出
財

．
（
外
国
輸
入
財
）
価
格
に
対
す
る
比
率
、
す
な
わ
ち
交
易
条
件
ρ

が
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
ρ
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
自
国
輸
出
財
が

輸
入
財
に
比
べ
て
安
く
な
る
か
ら
、
ρ
の
上
昇
は
交
易
条
件
の
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

国
へ
の
不
利
化
、
し
た
が
っ
て
外
国
へ
の
有
利
化
を
意
味
す
る
。

他
方
、
横
軸
に
沿
っ
て
自
国
の
貿
易
収
支
を
目
盛
ろ
う
。
自
国
の

輸
出
は
外
国
の
輸
入
に
等
し
く
、
ま
た
自
国
の
輸
入
は
外
国
の
輸

出
に
等
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
自
国
の
貿
易
収
支
が
出
超
（
黒

字
）
な
ら
ば
外
国
の
貿
易
収
支
は
入
趨
（
赤
字
）
で
あ
り
、
逆
の

場
合
は
逆
で
あ
る
。
　
．

　
直
線
x
〃
は
自
国
の
貿
易
収
支
と
交
易
条
件
の
対
応
関
係
を

　
　
・
　
　
　
　
　
＾
2
）

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
通
常
の
場
合

に
は
、
自
国
の
輸
出
財
が
輸
入
財
に
比
べ
て
相
対
的
に
安
く
な
る

に
つ
れ
て
、
す
な
わ
ち
ρ
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
、
自
国
の
輸
出

は
増
大
し
輸
入
は
滅
少
す
る
か
ら
、
貿
易
収
支
は
自
国
に
有
利

（
黒
字
）
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
い
わ

ゆ
る
マ
ー
シ
ャ
ル
ー
ー
ラ
ー
ナ
ー
の
安
定
条
件
（
両
国
の
輸
入
需
要

の
価
格
弾
カ
性
の
和
が
1
よ
り
大
き
い
）
が
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
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（41）　内外均衡への調盤過程

と
を
仮
定
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
交
易
条
件
が
伽
の
と
き

に
貿
易
収
支
は
均
衡
し
、
灼
よ
り
も
高
い
な
ら
ぱ
貿
易
収
支
は
自

国
に
黒
字
（
外
国
に
赤
字
）
で
あ
り
、
仰
よ
り
も
低
い
な
ら
ば
貿

易
収
支
は
自
国
に
赤
字
（
外
国
に
黒
字
）
で
あ
る
。

　
今
度
は
第
－
図
㈲
の
下
半
分
に
移
ろ
う
。
そ
こ
で
は
縦
軸
に
沿

っ
て
自
国
と
外
国
に
お
け
る
利
子
率
（
そ
れ
ぞ
れ
を
γ
と
，
γ
と
す

る
）
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
横
軸
に
は
、
自
国
に
つ
い
て
は
貯
蓄

マ
イ
ナ
ス
投
資
が
、
外
国
に
つ
い
て
は
投
資
マ
イ
ナ
ス
貯
蓄
が
示

さ
れ
て
い
る
。
な
お
為
替
レ
ー
ト
は
固
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
各

国
の
貯
蓄
・
投
資
は
い
ず
れ
の
通
貨
で
表
示
し
て
も
支
障
は
な
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
自
国
の
利
子
率
γ
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、

自
国
の
貯
蓄
は
増
加
し
、
投
資
は
減
少
す
る
か
ら
、
貯
蓄
と
投
資

の
差
は
増
加
す
る
。
直
線
8
∫
が
こ
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。
そ

し
て
利
子
率
術
に
お
い
て
貯
蓄
と
投
資
は
自
国
で
均
等
し
、
㈹
よ

り
高
い
利
子
率
で
は
貯
蓄
が
投
資
を
超
過
し
、
逆
に
術
よ
り
低
い

利
子
率
で
は
投
資
が
貯
蓄
を
上
廻
る
。
他
方
、
外
国
に
お
い
て
も

利
子
率
北
r
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
投
資
は
減
少
し
貯
蓄
は
増
加
す

る
か
ら
、
投
資
マ
イ
ナ
ス
貯
蓄
は
滅
少
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
直
線
戸

ぴ
の
関
係
が
得
ら
れ
る
。
外
国
で
貯
蓄
と
投
資
を
均
等
せ
し
め
る

利
子
率
は
、
狗
で
あ
り
、
そ
れ
は
自
国
の
灼
よ
り
も
高
い
と
仮
定
さ

れ
て
い
ゑ

　
と
こ
ろ
で
、
財
市
場
の
均
衡
条
件
は
、
輸
出
マ
イ
ナ
ス
輸
入
が

貯
薯
マ
イ
ナ
ス
投
資
に
等
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
－
図
㈲

で
考
え
れ
ぱ
、
直
線
x
〃
と
直
線
ポ
ー
の
水
平
距
離
が
等
し
い
と

き
に
自
国
で
の
財
市
場
は
均
衡
し
、
ま
た
直
線
x
〃
と
直
線
戸
ぴ

の
水
平
距
離
が
等
し
い
と
き
に
外
国
で
の
財
市
場
が
均
衡
す
る
。

例
え
ぱ
、
交
易
条
件
が
灼
の
場
合
に
は
、
輸
出
と
輸
入
は
等
し
く

貿
易
収
支
は
均
衡
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
交
易
条
件
灼
の
も

と
で
財
市
場
が
均
衡
す
る
た
め
に
は
、
貯
蓄
と
投
資
が
等
し
く
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貯
蓄
と
投
資
を
等
し
く
せ
し
め
る
利
子
率
は

自
国
で
は
狗
、
外
国
で
は
、
～
で
あ
る
。
婁
言
す
れ
ぱ
、
交
易
条
件

が
灼
の
と
き
、
自
国
の
利
子
率
が
～
で
、
外
国
の
利
子
率
が
。
れ
で

あ
れ
ぱ
、
各
国
に
お
い
て
財
市
場
は
均
衡
す
る
。
同
様
に
、
財
市

場
を
均
衡
に
保
つ
た
め
に
は
、
交
易
条
件
が
吻
の
と
き
に
は
自
国

の
利
子
率
は
ハ
で
外
国
の
利
子
率
は
、
n
で
あ
り
、
ま
た
交
易
条
件

が
μ
の
と
き
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
利
子
率
は
仰
と
申
り
に
な
る
。

　
以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
財
市
場
を
均
衡
さ
せ
る
交
易
条
件

と
利
子
率
の
組
み
合
せ
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
第
－
図
㈲
を
見
よ

う
。
上
半
分
の
縦
軸
は
交
易
条
件
を
、
横
軸
は
利
子
率
を
表
わ
し

て
い
る
。
上
半
分
の
縦
軸
に
は
利
子
率
が
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
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て
下
半
分
の
四
十
五
度
線
は
補
助
線
で
あ
る
。
既
に
説
明
し
た
よ

う
に
、
財
市
場
が
均
衡
す
る
た
め
に
は
、
交
目
勿
条
件
が
灼
の
と
き

に
は
、
自
国
の
利
子
率
は
仰
で
、
外
国
の
利
子
率
は
。
狗
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
第
－
図
ω
の
上
半
分
に
、
仰
と
㈹
お
よ
ぴ
獅
と
、
狗

の
組
み
含
せ
が
そ
れ
ぞ
れ
α
点
と
、
α
点
で
与
え
ら
れ
て
い
る
。
全

く
同
様
に
し
て
、
仇
と
れ
、
則
と
。
り
の
組
み
合
せ
は
ゐ
点
で
、
ま

た
μ
と
η
、
μ
と
、
η
の
組
み
合
せ
は
そ
れ
ぞ
れ
o
点
と
、
o
で
示
さ

れ
る
。
か
く
し
て
、
自
国
に
つ
い
て
は
直
線
z
z
が
、
外
国
に
つ

い
て
は
直
線
グ
グ
が
得
ら
れ
る
。
直
線
z
z
は
自
国
の
対
内
均
衡

表
で
あ
り
、
直
線
グ
グ
は
外
国
の
対
内
均
衡
表
で
あ
る
。

　
直
線
z
z
の
上
方
の
領
域
で
は
自
国
の
財
市
場
は
超
過
需
要
の

状
態
で
あ
り
、
下
方
の
領
域
で
は
超
過
供
給
の
状
態
で
あ
る
、
例

え
ば
、
交
易
条
件
が
μ
で
利
子
率
が
れ
で
あ
っ
た
と
し
よ
う
。
こ

れ
は
第
－
図
㈹
の
〆
点
で
、
直
線
Z
Z
の
上
方
に
あ
る
。
交
易
条

件
μ
の
も
と
で
は
自
国
の
貿
易
収
支
は
出
超
だ
が
、
利
子
率
狗
の

も
と
で
は
貯
蓄
と
投
質
は
均
等
し
て
い
る
。
塑
言
す
れ
ぱ
、
び
点

で
は
輸
出
プ
ラ
ス
投
資
が
輸
入
プ
ラ
ス
貯
蓄
を
上
廻
っ
て
お
り
、

こ
。
れ
は
財
に
対
す
る
超
過
需
要
状
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
直
線
Z

z
の
下
方
の
領
域
（
例
え
ぱ
、
α
点
）
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
れ

ば
よ
い
。
ま
た
直
線
グ
グ
の
上
方
の
領
域
で
は
、
外
国
に
お
い
て

財
の
超
過
供
給
、
下
方
の
領
域
で
は
財
の
超
過
需
要
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
く
れ
ぱ
、
わ
れ
わ
れ
は
直
ぢ
に
第
－
図
㈹
か
ら
出
発

し
て
も
よ
い
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ぱ
、
い
ま
α
点
に
お
い
て
自

国
の
財
市
揚
が
均
衡
し
て
い
た
と
し
よ
う
。
利
子
率
が
狗
の
ま
ポ

で
、
交
易
条
件
が
灼
か
ら
皿
に
上
昇
し
た
と
し
よ
う
。
自
国
の
輸

出
財
の
価
格
が
相
対
的
に
下
落
し
た
の
で
、
自
国
の
貿
易
収
支
は

〆
点
で
は
黒
字
で
あ
る
。
他
方
、
利
子
率
は
㈹
の
ま
ま
で
あ
る
か

ら
、
び
点
で
は
貿
易
収
支
黒
字
は
貯
蓄
・
投
資
差
額
よ
り
も
犬
き

く
な
る
。
か
く
し
て
交
易
条
件
肌
の
も
と
で
財
市
場
を
均
衡
に
保

つ
た
め
に
は
、
自
国
で
利
子
率
が
上
昇
し
貯
蓄
・
投
資
差
額
が
拡

大
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
b
点
に
移
動
し
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
自
国
の
財
市
場
均
衡
を
保
つ
交

易
条
件
と
利
子
率
の
組
み
合
せ
は
、
正
の
傾
き
を
も
つ
直
線
■
z

で
与
え
ら
れ
る
。
外
国
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
に
説
明
で
き
る
。

　
（
1
）
　
通
常
、
交
易
条
件
は
輸
出
財
価
格
の
輸
入
財
価
樒
に
対
す
る
比

　
　
率
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
テ
キ
ス
ト
で
の
「
交
易
条

　
　
件
」
は
、
外
国
の
交
易
条
件
そ
の
も
の
で
あ
り
、
自
国
の
交
易
条
件

　
　
の
逆
数
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
留
意
す
れ
ぱ
混
乱
は
生
じ
な
い
の
で
・

　
　
以
下
で
は
単
に
交
易
条
件
と
表
現
し
て
お
く
。

　
（
2
）
　
「
直
線
X
〃
」
と
い
う
よ
う
に
「
直
線
」
と
い
う
表
現
を
用
い
、

　
　
実
際
に
図
で
も
直
線
を
描
い
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
便
宜
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・
⊥
の
こ
と
で
あ
り
、
必
然
性
は
な
い
。
以
下
、
他
の
「
直
線
」
に
つ

　
　
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

　
（
3
）
　
本
稿
で
は
政
府
活
動
は
捨
象
さ
れ
て
い
る
。

　
二
・
二
　
対
外
均
衡
表

　
今
度
は
対
外
均
衡
、
す
な
わ
ち
国
際
収
支
の
均
衡
条
件
に
移
ろ

う
。
国
際
収
支
は
、
貿
易
収
支
の
黒
字
（
赤
字
）
が
資
本
収
支
の

赤
字
（
黒
子
）
に
等
し
い
と
き
に
均
衡
す
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う

に
貿
易
収
支
は
交
易
条
件
と
共
に
変
化
す
る
。
他
方
、
資
本
の
純

流
出
（
赤
字
）
は
内
外
の
利
子
率
椿
差
に
依
存
す
る
と
想
定
で
き

　
＾
1
）

よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
収
支
は
交
易
条
件
と
利
子
率
椿
差
に

ょ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
第
2
図
㈲
を
見
よ
う
、
上
半
分
の
図
は
、
交
易
条
件
と

貿
易
収
支
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
“
第
ユ
図
㈲
の
上
半
分

の
図
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
下
半
分
の
直
線
x
K
は
、
利
子
率
格

差
（
、
・
マ
イ
ナ
ス
γ
）
と
資
本
の
純
流
出
入
の
関
係
を
表
わ
し
て

い
る
。
自
国
と
外
国
の
利
子
率
が
等
し
い
な
ら
ぱ
、
資
本
柑
移
動

し
な
い
と
仮
定
し
て
い
る
か
ら
、
直
線
x
K
は
原
点
を
通
る
。
外

国
の
利
子
率
、
『
が
自
国
の
利
子
率
γ
よ
り
も
高
い
な
ら
ぱ
、
資
本

は
自
国
か
ら
外
国
に
流
出
し
、
逆
の
場
合
に
は
自
国
に
流
入
す
る
。

　
さ
て
賀
易
収
支
が
均
衡
し
、
そ
。
の
と
き
の
交
易
条
件
が
獅
で
あ
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っ
た
と
し
よ
う
。
国
際
収
支
が
均
衡
す
る
た
め
に
は
、
資
本
収
支

も
ゼ
ロ
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
内
外
の
利
子
率
が

等
し
く
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、
交
易
条
件
灼
に
対
し

て
は
利
子
率
楕
差
ゼ
ロ
が
対
応
し
て
、
国
際
収
支
の
均
衡
が
保
た

れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
交
易
条
件
が
灼
か
ら
μ
に
上
昇
し
た
と
し
よ

う
。
貿
易
収
支
は
あ
の
自
国
黒
字
と
な
り
、
国
際
収
支
を
均
衡
さ

せ
る
た
め
に
は
、
わ
に
等
し
い
加
に
相
当
す
る
自
国
か
ら
外
国
へ

の
資
本
流
出
が
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
資
本
流
出
を
引
き
起

す
た
め
の
利
子
率
格
差
は
ヰ
り
1
仰
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
交
易
条
件

μ
と
利
子
率
格
差
、
〃
－
狗
の
組
み
合
せ
の
も
と
で
、
国
際
収
支
が

均
衡
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
図
示
し
た
の
が
、
第
2
図
ω
で
あ
り
、
こ
れ
は

第
2
図
㈲
か
ら
導
出
さ
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
第
2
図

㈹
の
上
半
分
に
示
し
た
直
線
五
石
が
、
国
際
収
支
を
均
衡
せ
し
め

る
交
易
条
件
と
利
子
率
椿
差
の
組
み
合
せ
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
対

外
均
衡
表
で
あ
る
。
直
ち
に
わ
か
る
よ
う
に
、
直
線
万
B
上
を
μ

か
ら
右
へ
移
動
す
る
に
つ
れ
て
、
自
国
の
貿
易
収
支
は
ま
す
ま
す

出
超
と
な
り
、
ま
た
自
国
か
ら
の
資
本
流
出
は
増
大
す
る
。
他
方
、

仰
か
ら
左
に
移
動
す
る
に
つ
れ
て
、
自
国
の
貿
易
収
支
は
ま
す
ま

す
入
超
に
な
り
、
自
国
へ
の
資
本
流
入
は
増
大
す
る
。

　
直
線
3
石
の
上
方
の
領
域
で
は
自
国
の
国
際
収
支
は
黒
字
で
、

下
方
の
領
域
で
は
赤
字
で
あ
る
。
例
え
ば
、
交
易
条
件
が
μ
で
内

．
外
利
子
率
が
等
し
い
と
し
よ
う
。
こ
の
と
き
に
は
、
貿
易
収
支
の

出
超
が
資
本
収
支
よ
り
も
大
き
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
国
際
収
支
は
黒

字
で
あ
る
。
他
方
、
交
易
条
件
が
肌
で
内
外
利
子
率
椿
差
が
、
仰
－

り
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
資
本
流
出
が
貿
易
収
支
を
上
廻
り
、
国

際
収
支
は
赤
字
に
な
る
（
第
2
図
㈹
の
q
点
）
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、

わ
れ
わ
れ
は
交
易
条
件
と
利
子
率
椅
差
に
よ
っ
て
対
外
均
衡
の
状

態
を
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
対
外
均
衡
表
3
石
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
、
内
外
で
利

子
率
格
差
が
な
く
、
ま
た
交
易
条
件
が
仰
の
と
き
、
国
際
収
支
が

均
衡
し
て
い
た
と
し
よ
う
。
交
易
条
件
が
灼
か
ら
μ
に
上
昇
、
す

な
わ
ち
自
国
の
輸
出
財
が
輸
入
財
に
比
べ
て
安
く
な
っ
た
と
す
る

と
、
自
国
の
貿
易
収
支
は
出
超
と
な
る
。
他
方
、
利
子
率
格
差
は

ゼ
ロ
の
ま
ま
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
状
態
で
は
国
際
収
支
は
黒
字
で

あ
る
。
か
く
し
て
国
際
収
支
を
均
衡
さ
せ
る
た
め
に
は
、
内
外
利

子
率
楕
差
が
拡
大
し
、
自
国
か
ら
外
国
へ
の
資
本
流
出
が
増
大
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ぱ
、
交
易
条
件
の
上
昇
と
利
子

率
楕
差
の
拡
大
に
よ
っ
て
国
際
収
支
均
衡
が
維
持
さ
れ
る
か
ら
、

対
外
均
衡
表
3
刀
は
、
図
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
正
の
傾
き
を

67　
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（45）　内外均衡への調整過程

も
つ
線
で
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
1
）
　
両
国
で
利
子
率
は
必
ら
ず
し
も
等
し
く
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る

　
　
が
、
こ
れ
は
各
国
に
お
け
る
利
子
率
以
外
の
要
因
の
存
在
を
暗
黙
に

　
　
仮
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
二
．
三
　
内
外
均
衡
表

　
以
上
、
対
内
均
衡
表
Z
Z
と
グ
”
（
第
－
図
ω
）
と
対
外
均
衡

表
石
B
（
第
2
図
ω
）
を
導
出
し
た
。
二
つ
の
表
を
比
較
し
て
直

ち
に
わ
か
る
こ
と
は
、
対
内
均
衡
表
が
交
易
条
件
と
利
子
率
で
表

わ
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
対
外
均
衡
表
は
交
易
条
件
と
利
子

率
弗
差
で
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ

れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
二
つ
の
表
を
同
一
の
平
面
で
考
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
内
外
均
衡
を
同
時
に
考
慮
す
る
た
め
に
は
、
一
方
が
利

子
率
で
、
他
方
が
利
子
率
椿
差
で
あ
る
の
は
、
不
都
合
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
、
利
子
率
か
利
子
率
格
差
の
い
ず
れ
か
に
統
一
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
内
均
衡
表
に
お
い
て
は
利
子
率
水
準
が
与

え
ら
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
利
子
率
格
差
を
求
め
る
こ
と
は
で

き
る
。
し
か
し
、
対
外
均
衡
表
に
お
い
て
は
利
子
率
格
差
の
み
で

利
子
率
水
準
は
不
明
で
あ
る
。
と
す
れ
ぱ
、
交
易
条
件
と
利
子
率

椿
差
に
よ
っ
て
内
外
均
衡
を
表
現
す
る
以
外
に
な
い
。

　
そ
こ
で
必
要
な
こ
と
は
、
第
－
図
㈹
の
対
内
均
衡
表
を
交
易
条

件
と
利
子
率
格
差
で
表
現
し
直
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
の
が

第
3
図
で
あ
る
。
、
第
3
図
㈹
の
上
半
分
は
第
－
図
ω
の
上
半
分
と

全
く
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
下
半
分
の
縦
軸
に
は
内
外
の
利

子
率
格
差
が
目
盛
ら
れ
て
い
る
。
さ
て
交
易
条
件
が
仰
で
あ
っ
た

と
し
よ
う
。
こ
の
と
き
に
自
国
で
対
内
均
衡
が
達
成
さ
れ
る
た
め

に
は
利
子
率
は
㈹
で
あ
り
、
外
国
で
の
そ
れ
は
、
舳
で
あ
る
。
い
ま

れ
を
通
る
四
十
五
度
線
を
引
こ
う
。
㎡
か
ら
垂
線
を
引
き
、
そ
れ

と
四
十
五
度
線
と
の
交
点
を
求
め
、
そ
の
交
点
か
ら
水
平
線
を
引

く
と
、
縦
軸
に
、
㈹
1
狗
が
求
め
ら
れ
る
。
か
く
し
て
、
第
3
図
ω

に
お
い
て
、
交
易
条
件
灼
と
利
子
率
楕
差
、
れ
1
れ
の
組
み
合
せ
、
8

点
が
導
出
で
き
る
。
全
く
同
様
な
操
作
を
続
け
れ
ぱ
、
わ
れ
わ
れ

は
直
線
w
豚
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
直
線
豚
豚
は
、
酢
副

、

の
対
内
均
衡
を
同
時
に
達
成
す
る
交
易
条
件
と
利
子
率
楕
差
の
組

み
合
せ
を
示
す
も
の
に
ぼ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
両

国
対
内
均
衡
表
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

　
両
国
対
内
均
衡
表
〃
豚
の
上
方
と
下
方
の
領
域
は
次
の
特
色
を

も
つ
。
い
ま
自
国
と
外
国
の
利
子
率
が
～
と
ヰ
㈹
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
利
子
率
格
差
が
、
灼
－
㈹
で
あ
っ
た
と
し
よ
う
。
こ
の
と
き
に

両
国
対
内
均
衡
を
保
証
す
る
交
易
条
件
は
灼
で
あ
る
。
両
国
の
．
利

子
率
が
灼
と
㎡
の
ま
ま
で
、
交
易
条
件
が
灼
か
ら
皿
に
上
昇
し
た
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と
し
よ
う
ぴ
第
3
図
ゆ
に
お
い
て
自
風
の
状
鰻
は
α
点
で
、
外
国

の
状
態
は
、
α
点
で
示
さ
れ
る
。
α
点
は
直
線
z
z
の
上
方
に
位
置

す
る
か
ら
、
既
に
第
－
図
ω
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
自
国
の
財
市

場
は
超
過
需
要
の
状
態
に
あ
る
。
他
方
、
、
α
点
は
直
線
グ
グ
の
上

方
に
あ
る
か
ら
、
外
国
の
財
市
場
は
超
過
需
要
の
状
態
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
第
3
図
㈹
に
お
い
て
皿
と
ホ
伽
－
肺
の

組
み
合
せ
は
、
α
点
を
与
え
、
こ
れ
は
両
国
対
内
均
衡
表
w
π
の
上

方
に
あ
る
。
か
く
し
て
、
、
α
点
で
は
財
市
場
で
自
国
は
超
過
需
要
、

外
国
は
超
過
供
給
に
あ
る
。
全
く
同
様
に
し
て
、
自
国
と
外
国
の

利
子
率
が
そ
れ
ぞ
れ
㈹
と
、
れ
の
と
き
に
、
交
易
条
件
が
、
ρ
で
あ
っ

た
と
す
れ
ぱ
、
自
国
で
は
財
の
超
過
供
給
が
、
外
国
で
は
財
に
対

す
る
趨
過
需
要
が
発
生
す
る
。
こ
れ
は
第
3
図
ω
に
お
い
て
、
直

線
π
豚
の
下
方
の
び
点
に
対
応
す
る
。
以
上
を
要
す
る
に
、
両
国

対
内
均
衡
表
豚
w
の
上
方
の
領
域
で
は
自
国
で
は
財
に
対
す
る
超

過
需
要
、
外
国
で
は
財
の
超
過
供
給
で
あ
り
、
下
方
の
領
域
で
は
、

逆
に
、
自
国
で
は
超
過
供
給
、
外
国
で
は
超
過
需
要
の
状
態
に
あ

る
。

　
両
国
対
内
均
衡
表
w
π
に
お
け
る
利
子
率
椿
差
の
解
釈
に
は
十

分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
の
利
子
率
格
差
は
、
そ
の
導

出
過
程
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
特
定
の
内
外
の
利
子
率
が
対
応

47＆
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し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
共
通
の
交
易
条
件
に
対
し
て
各
国
で
対

内
均
衡
を
も
た
ら
す
利
子
率
の
格
差
で
あ
る
。
例
え
ぱ
第
3
図
で

い
え
ぱ
、
交
易
条
件
灼
に
対
し
て
は
自
国
の
利
子
率
は
れ
で
、
外

国
の
利
子
率
は
、
灼
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
ず
、
内
外
利
子
率
格
差
は
、

第4図
ク
＾
■

月
　
η

η
　
　
。

w

＾

じ

w

＾

7一γ7－7

こ
れ
ら
特
定
の
利
子
率
術
と
、
灯
の
格
差
串
勿
－
～
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
い
ま
㈹
と
、
㈹
が
そ
れ
ぞ
れ
八
％
と
一
〇
％
と
す
れ
ぱ
、
利

子
率
椿
差
は
二
％
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
自
国
の
利
子
率
が
一
〇
％

で
外
国
の
利
子
率
が
二
一
％
で
あ
っ
て
も
、
利
子
率
格
差
は
二
％

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
一
の
利
子
率
格
差
を
も
た
ら
す
内
外
利

子
率
の
水
準
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
両
国
対

内
均
衡
表
w
w
に
お
け
る
利
子
率
格
差
は
、
あ
く
ま
で
も
特
定
水

準
の
利
子
率
と
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
留
意
す
れ
ぱ
、
直
ち
に
次
の
こ
と
も
直
線
〃
π

か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
両
国
対
内
均
衡
表

w
w
上
を
左
上
方
に
移
動
す
る
に
つ
れ
て
、
内
外
の
利
子
率
格
差

は
縮
小
す
る
が
、
そ
れ
は
自
国
の
利
子
率
の
上
昇
と
外
国
の
利
子

率
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
直
線
w
豚
上
の
、
召
点

か
ら
μ
点
へ
の
移
動
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
、
‘
点
で
の
利
子
率

樒
差
は
ヰ
㈹
－
れ
で
あ
り
、
仰
点
で
は
利
子
率
樒
差
は
ゼ
ロ
、
す
な

わ
ち
、
り
H
れ
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
自
国
の
利
子
率
は
灼
か
ら
灼

に
上
昇
し
、
外
国
の
利
子
率
は
、
れ
か
ら
、
れ
に
下
落
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
第
3
図
㈹
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
両
国

対
内
均
衡
表
w
豚
を
交
易
条
件
と
利
子
率
格
差
の
座
標
上
で
表
現
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で
き
た
。
対
外
均
衡
表
万
B
は
、
既
に
第
2
図
ω
に
お
い
て
、
交

易
条
件
と
利
子
率
椿
差
で
示
さ
れ
て
い
る
。
か
く
。
し
て
、
今
や
、

対
内
均
衡
表
w
w
と
対
外
均
衡
表
万
万
を
共
通
の
座
標
軸
で
表
わ

す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
第
4
図
で
あ
る
。

　
第
4
図
に
お
い
て
両
国
対
内
均
衡
表
豚
W
の
縦
軸
の
切
片
は
仰

で
あ
り
、
灼
は
自
国
対
内
均
衡
表
z
z
と
外
国
対
内
均
衡
表
グ
グ

の
交
点
に
対
応
す
る
交
易
条
件
で
、
そ
の
と
き
に
は
内
外
の
利
子

率
は
等
し
い
。
（
第
－
図
ω
ま
た
は
同
じ
こ
と
だ
が
第
3
図
㈹
を

参
照
）
他
方
、
対
外
均
衡
表
3
3
の
縦
軸
の
切
片
は
仰
で
あ
る
。

交
易
条
件
仰
は
、
第
2
図
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
貿
易
収
支
を
均

等
せ
し
め
る
交
易
条
件
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
図
示
か
ら
明
ら
か

な
よ
う
に
、
交
易
条
件
仰
は
交
易
条
件
灼
よ
り
も
高
い
。
し
た
が

っ
て
、
両
国
対
内
身
衡
表
w
w
は
対
外
均
衡
表
3
B
と
外
国
利
子

率
が
自
国
利
子
率
よ
り
高
い
領
域
で
交
わ
る
。
す
な
わ
ち
交
点
は

第
4
図
の
よ
う
に
亙
点
と
な
る
。
既
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
対
外

均
衡
表
3
万
に
お
け
る
刀
点
に
お
い
て
は
、
貿
易
収
支
は
自
国
の

出
超
（
外
国
の
入
超
）
で
あ
り
、
資
本
収
支
は
自
国
の
純
流
出

（
外
国
の
純
流
入
）
で
あ
る
。

　
第
4
図
の
よ
う
に
交
点
が
週
点
で
決
ま
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、

わ
れ
わ
れ
の
仮
定
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
そ
の
仮
定
と
は
第
1

図
㈲
で
採
用
さ
れ
て
い
る
仮
定
で
あ
る
。
再
言
す
れ
ぱ
、
自
国
内

で
貯
蓄
と
投
資
を
均
等
さ
せ
る
利
子
率
㈹
は
、
外
国
内
で
貯
蓄
と

投
資
を
均
等
せ
し
め
る
利
子
率
、
㈹
よ
り
も
低
い
と
い
う
仮
定
で
あ

る
。
こ
の
仮
定
の
た
め
、
自
国
は
資
本
輸
出
国
と
な
り
、
外
国
は

資
本
輸
入
国
と
な
る
の
で
あ
る
。
も
し
逆
に
㈹
が
、
㈹
よ
り
も
高
け

れ
ば
、
μ
は
〃
よ
り
も
高
く
な
り
、
直
線
w
w
と
直
線
沼
月
は
、

、
r
I
r
が
負
と
な
る
領
域
で
交
わ
る
。

　
第
4
図
が
わ
れ
わ
れ
の
基
本
図
で
あ
る
。
内
外
均
衡
が
同
時
に

達
成
さ
れ
る
の
は
、
両
国
対
内
均
衡
表
w
w
と
対
外
均
衡
表
週
B

σ
交
点
刀
で
あ
り
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
交
易
条
件
は
．
ρ
、
そ
し

て
利
子
率
格
差
は
〆
1
一
r
、
ま
た
利
子
率
の
水
準
は
自
国
で
．
γ
、

外
国
で
〆
で
あ
る
。
こ
こ
で
付
一
言
す
べ
き
こ
と
は
、
内
外
均
衡
は

自
国
で
も
外
国
で
も
共
に
達
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
直
線
π
豚
の
性
質
を
考
え
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
第
2
図
ω
に
つ
い
て
既
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
対
外
均

衡
表
B
B
の
上
方
領
域
で
は
自
国
の
国
際
収
支
は
黒
字
で
、
そ
の

下
方
領
域
で
は
自
国
の
国
際
収
支
は
赤
字
で
あ
る
。
他
方
第
3
図

ω
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
両
国
対
内
均
衡
表
w
w
の
上
方
の
領
域

で
は
財
市
場
に
お
い
て
自
国
は
超
過
需
要
で
外
国
は
超
過
供
給
で

あ
り
、
逆
に
そ
の
下
方
の
領
域
で
は
自
国
は
超
過
供
給
で
外
国
は
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超
過
需
要
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
第
4
図
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ

は
次
の
四
つ
の
領
域
を
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
ω
領
域
－
一
財
市
場
で
自
国
超
過
需
要
、
外
国
超
過
供
給
、

　
　
　
　
　
　
　
国
際
収
支
は
自
国
の
黒
字
（
外
国
の
赤
字
）

　
　
②
領
域
n
一
財
市
場
で
自
国
超
過
需
要
、
外
国
超
過
供
給
、

　
　
　
　
　
　
　
国
際
収
支
は
自
国
の
赤
字
（
外
国
の
黒
字
）

　
　
倒
領
域
皿
一
財
市
場
で
自
国
超
過
供
給
、
外
国
超
過
需
要
、

　
　
　
　
　
　
　
国
際
収
支
は
自
国
の
赤
字
（
外
国
の
黒
字
）

　
　
ω
領
域
w
一
財
市
場
で
自
国
超
過
供
給
、
外
国
超
過
需
要
、

　
　
　
　
　
　
　
国
際
収
支
は
自
国
の
黒
字
（
外
国
の
赤
字
）

　
以
上
の
分
析
段
階
に
お
い
て
は
、
分
析
は
分
類
学
的
で
あ
り
、

体
系
を
調
整
す
る
動
因
が
欠
落
し
て
い
る
。
こ
こ
で
調
整
の
動
因

を
導
入
し
よ
う
。
ま
ず
第
一
に
、
財
市
場
が
不
均
衡
で
あ
る
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

ば
、
交
易
条
件
ρ
が
直
ち
に
変
化
し
、
ま
た
利
子
率
も
変
化
す
る

も
の
と
し
よ
う
。
例
え
ぱ
、
財
市
場
に
お
い
て
自
国
が
超
過
需
要

に
あ
る
な
ら
ぱ
、
自
国
の
輸
出
財
価
樒
が
輸
入
財
価
格
に
比
べ
て

相
対
的
に
騰
貴
し
、
し
た
が
っ
て
交
易
条
件
ρ
は
上
昇
す
る
。
そ

の
結
果
、
利
子
率
一
定
の
も
と
で
は
、
自
国
の
出
超
額
が
減
少
し

貯
蓄
と
投
資
の
差
額
と
等
し
く
な
り
、
財
市
場
の
均
衡
が
回
復
さ

九
る
。
あ
る
い
独
、
自
国
の
利
子
率
が
上
昇
し
、
貯
蓄
の
増
加
と

投
資
の
減
少
を
通
じ
て
財
市
場
の
均
衡
が
回
復
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。

　
し
か
し
利
子
率
の
変
化
を
始
動
せ
し
め
る
要
因
は
何
で
あ
ろ
う

か
。
そ
こ
で
第
二
に
、
国
際
収
支
の
不
均
衡
の
意
味
を
問
う
必
要

が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
説
明
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
国
際
収
文
と

は
貿
易
（
経
常
）
収
支
と
資
本
収
支
の
合
計
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
国
際
収
支
の
不
均
衡
と
い
う
の
は
、
金
外
貨
準
備
の
増
滅
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
例
え
ぱ
、
自
国
の
国
際
収
支
が
黒
字
で
あ
れ
ぱ
、

外
国
か
ら
金
が
自
国
に
流
入
す
る
か
、
ま
た
は
外
貨
準
備
が
増
加

す
る
。
．
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
金
外
貨
準
備
の
増
減
は
、
貨
幣

供
給
量
の
増
減
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
自
国

の
国
際
収
支
が
黒
字
で
あ
れ
ぱ
、
自
国
の
金
外
貨
準
備
が
増
加
し
、

そ
れ
に
伴
っ
て
自
国
の
貨
幣
供
総
量
は
増
加
す
る
も
の
と
す
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
貨
幣
供
給
量
が
増
加
す
れ
ぱ
、
利
子
率
は
低
下
す

る
も
の
と
し
よ
う
。

　
以
上
の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ぱ
、
先
に
区
分
し
た
四
つ
の
領
域
に

お
い
て
交
易
条
件
と
利
子
率
が
次
の
よ
う
に
変
化
す
る
こ
と
が
わ

か
る
。
第
一
に
、
領
域
1
に
お
い
て
は
、
自
国
超
過
需
要
・
外
国

超
過
供
給
で
あ
る
か
ら
、
交
易
条
件
ρ
は
下
落
し
、
他
方
、
国
際

収
支
は
自
国
の
黒
字
で
あ
る
か
ら
、
自
国
で
は
利
子
率
は
下
落
し

伽
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外
国
で
は
上
昇
す
る
。
第
二
に
、
領
域
n
に
お
い
て
は
、
自
国
超

過
需
要
・
外
国
超
過
供
給
で
あ
る
か
ら
、
交
易
条
件
ρ
は
下
落
し
、

他
方
、
国
際
収
支
は
自
国
の
赤
字
で
あ
る
か
ら
、
利
子
率
は
自
国

で
上
昇
し
外
国
で
下
落
す
る
。
第
三
に
、
領
域
皿
に
お
い
て
は
、

自
国
超
過
供
給
・
外
国
超
過
需
要
の
た
め
、
交
易
条
件
ρ
は
上
昇

し
、
ま
た
国
際
収
支
は
自
国
の
赤
字
だ
か
ら
、
利
子
率
は
自
国
で

上
昇
し
外
国
で
下
落
す
る
。
最
後
に
、
領
域
w
に
お
い
て
は
、
自

国
超
過
供
給
．
・
外
国
趨
過
需
要
、
し
た
が
っ
て
交
易
条
件
ρ
は
上

昇
し
、
他
方
、
国
際
収
支
は
自
国
の
黒
字
だ
か
ら
、
利
子
率
は
自

国
で
下
落
し
外
国
で
上
昇
す
る
。
要
す
る
に
、
初
期
の
不
均
衡
が

い
か
な
る
領
域
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
時
計
廻
り
と
同
じ
方
向
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

刀
点
に
向
っ
て
調
整
が
行
な
わ
れ
る
。

　
（
1
）
　
す
ぐ
後
で
説
明
す
る
よ
う
に
、
利
子
率
は
最
初
は
貨
幣
供
給
量

　
　
の
変
化
に
反
応
す
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
（
2
）
　
第
4
図
の
矢
印
が
交
易
条
件
と
利
子
率
楕
差
の
変
化
方
向
を
示

　
　
し
て
い
る
。

三
　
調
整
過
程

三
二
　
　
需
要
変
化

前
節
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
対
内
均
衡
表
π
π
と
対
外
均
衡

表
万
3
を
導
出
し
た
。
対
内
均
衡
表
w
w
の
背
後
に
は
、
貿
易
収

支
表
x
〃
と
両
国
に
お
け
る
貯
蓄
・
投
資
表
8
1
と
r
ぴ
が
あ
り
、

ま
た
対
外
均
衡
表
3
B
を
規
定
し
て
い
る
の
は
、
貿
易
収
支
表
五

〃
と
資
本
流
出
表
K
x
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
い
ず

れ
か
の
表
に
変
化
が
生
ず
る
な
ら
ぱ
、
対
内
均
衡
表
w
w
ま
た
は

対
外
均
衡
表
3
B
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
両
方
が
変
化
し
、
内

外
均
衡
点
に
も
変
化
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
本
節
で
は
三
つ
の
援

乱
を
例
示
的
に
取
り
上
げ
、
そ
の
調
整
プ
ロ
セ
ス
の
相
違
を
明
ら

か
に
し
た
い
。
第
一
の
撹
乱
は
貿
易
収
支
表
x
〃
に
関
す
る
も
の

で
あ
り
、
第
二
の
撹
乱
は
資
本
流
出
表
K
K
に
関
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
し
て
第
三
の
撹
乱
は
自
国
の
貯
蓄
・
投
費
表
8
1
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
本
項
で
は
貿
易
収
支
表
x
班
に
何
ら
か
の
変
化
が
生
じ
た

場
合
を
考
察
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
次
の
ケ
ー
ス
を
考
え
る
。
す
な

が
ち
、
所
与
の
交
易
条
件
の
も
と
で
、
需
要
が
輸
出
財
か
ら
輸
入

財
ヘ
シ
フ
ト
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
所
与
の
交
易

条
件
に
関
し
て
輸
出
が
減
少
し
輸
入
が
増
加
す
る
か
ら
、
第
－
図

ω
お
よ
ぴ
第
2
図
㈹
に
お
い
て
、
貿
易
収
支
表
X
〃
は
上
方
に
シ

フ
ト
す
る
。
こ
の
シ
フ
ト
が
両
国
の
対
内
均
衡
表
z
z
と
グ
グ
に

及
ぽ
す
影
響
を
最
初
に
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
自
国
の
8
∫
表
と
外

姻2
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国
の
戸
ぴ
表
は
以
前
の
ま
ま
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
貿
易
収
支
表

五
〃
の
上
方
シ
フ
ト
は
、
任
意
の
交
易
条
件
に
関
し
て
自
国
で
は

以
前
よ
り
低
い
利
子
率
を
、
外
国
で
は
以
前
よ
り
高
い
利
子
率
を

伴
う
。
な
ぜ
な
ら
、
自
国
の
出
超
幅
が
減
少
し
た
の
で
、
貯
蓄
と

第5図

／房

B
／
　
　
　
　
、

！
　
　
、

　
ノ

！
　
、

良
亙

¥W 
w1~11 

〆一■
::* r -f 

投
資
の
差
額
も
滅
少
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
利
子

率
も
低
下
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
外
国
に
つ
い
て

は
全
く
逆
が
成
立
す
る
。
か
く
し
て
、
自
国
お
よ
ぴ
外
国
の
対
内

均
衡
表
z
z
と
グ
グ
は
そ
れ
ぞ
れ
上
方
ヘ
シ
フ
ト
す
る
。
そ
の
結

果
、
第
5
図
に
示
し
て
あ
る
よ
う
に
、
両
国
対
内
均
衡
表
π
π
は

w
w
へ
と
上
方
に
シ
フ
ト
す
る
。

　
他
方
に
お
い
て
、
貿
易
収
支
表
x
〃
の
上
方
へ
の
シ
フ
ト
は
、

国
際
収
支
（
対
外
）
均
衡
表
3
万
を
も
上
方
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
。

と
い
う
の
は
、
佳
意
の
交
易
条
件
に
関
し
て
貿
易
収
支
の
縮
小
は
、

よ
り
少
な
い
資
本
収
支
で
補
整
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ゆ
え
に

よ
り
小
さ
な
利
子
率
格
差
が
要
求
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く

し
て
、
第
5
図
に
示
し
て
あ
る
よ
う
に
、
対
外
均
衡
表
は
3
B
か

ら
亙
且
に
シ
フ
ト
す
る
。

　
さ
て
、
自
国
の
輸
出
財
・
か
ら
輸
入
財
へ
の
需
要
シ
フ
ト
後
の
新

し
い
内
外
均
衡
点
は
、
両
国
対
内
均
衡
表
炉
π
と
対
外
均
衡
表
亙

〃
の
交
点
p
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
新
均
衡
点

亙
は
旧
均
衡
点
亙
の
垂
直
線
上
に
位
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
対
内
均
衡
表
と
対
外
均
衡
表
の
シ
フ
ト
の
程
度
は
、

共
に
、
貿
易
収
支
表
の
シ
フ
ト
の
程
度
の
み
に
依
存
し
、
し
た
が

っ
て
対
内
均
衡
表
の
w
w
か
ら
π
炉
へ
の
シ
フ
ト
の
程
度
と
対
外

棚
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均
衡
表
の
B
3
か
ら
〃
亙
へ
の
シ
フ
ト
の
程
度
は
等
し
く
な
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
新
旧
の
内
外
均
衡
点
を
比
べ
れ
ぱ
、
直
ち
に
次
の
こ
と
が
明
ら

か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
交
易
条
件
は
一
ρ
か
ら
グ
に
上
昇
し
た
。

塑
言
す
れ
ば
、
自
国
の
輸
出
財
価
樒
が
輸
入
財
価
楕
に
枇
べ
て
下

落
し
、
交
易
条
件
は
自
国
に
不
利
化
し
た
。
ま
た
新
旧
均
衡
点
に

お
い
て
利
子
率
椅
差
は
不
変
（
利
子
率
水
準
も
両
国
で
不
変
）
で

あ
る
か
ら
、
費
本
の
自
国
か
ら
外
国
へ
の
流
出
量
も
不
変
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
さ
ら
に
自
国
の
貿
易
収
支
に
お
け
る
出
超
幅
も
不
変

に
と
ど
ま
る
。
要
す
る
に
、
新
旧
均
衡
点
の
み
を
比
較
す
る
と
、

変
化
し
た
の
は
交
易
条
件
だ
け
で
あ
る
。

．
し
か
し
、
以
上
の
説
明
は
、
あ
く
ま
で
も
新
旧
均
衡
点
の
比
較

と
い
う
比
較
静
学
的
な
も
の
で
あ
る
。
旧
均
衡
点
E
か
ら
新
均
衡

点
π
へ
の
調
整
プ
ロ
セ
ス
は
次
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
。
既
に
述

ぺ
た
よ
う
に
、
自
国
の
輸
出
財
か
ら
輸
入
財
に
需
要
が
移
行
し
た

結
果
、
対
内
均
衡
表
は
w
w
か
ら
ア
γ
に
、
ま
た
対
外
均
衡
表
は

B
刀
か
ら
〃
亙
に
そ
れ
ぞ
れ
シ
フ
ト
す
る
。
そ
の
た
め
に
旧
均
衡

点
E
は
、
新
対
内
均
衡
表
亙
亙
お
よ
び
新
対
外
均
衡
表
亙
亙
の
下

方
に
位
置
す
る
。
す
な
わ
ち
亙
点
は
、
第
4
図
の
領
域
区
分
に
従

う
と
領
域
皿
に
対
応
す
る
。
詳
言
す
れ
ば
、
E
点
で
は
今
や
財
市

場
で
自
国
は
超
過
供
給
で
外
国
は
超
過
需
要
の
状
態
で
あ
り
、
ま

た
国
際
収
支
は
自
国
の
赤
字
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ

て
は
、
自
国
の
輸
出
財
価
格
が
輸
入
財
価
楮
に
比
ぺ
て
下
落
し
、

交
易
条
件
ρ
は
騰
貴
し
、
そ
の
た
め
に
貿
易
収
支
は
自
国
に
有
利

化
す
る
よ
う
に
な
る
。
他
方
、
国
際
収
支
は
亙
点
で
は
自
国
の
赤

字
に
な
る
か
ら
、
自
国
で
金
外
貨
準
備
は
減
少
し
、
外
国
で
金
外

貨
準
備
は
増
加
す
る
か
ら
、
貨
幣
供
給
量
は
自
国
で
増
加
し
外
国

で
減
少
し
、
．
そ
の
結
果
、
利
子
率
は
自
国
で
上
昇
し
外
国
で
下
落

す
る
。
す
な
わ
ち
、
利
子
率
格
差
は
縮
小
し
自
国
か
ら
の
資
本
流

出
量
は
滅
少
す
る
。
貿
易
収
支
の
改
善
と
資
本
流
出
量
の
減
少
の

た
め
に
、
ま
ず
国
際
収
支
が
均
衡
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
状

態
は
、
例
え
ぱ
第
5
図
の
対
外
均
衡
表
亙
亙
上
の
、
点
で
示
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
依
然
と
し
て
自
国
は
財
市
場

で
超
過
供
給
で
あ
り
外
国
は
趨
過
需
要
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
調

整
プ
ロ
セ
ス
は
続
行
し
、
領
域
w
に
入
り
、
利
子
率
楕
差
の
拡
大

と
交
易
条
件
の
上
昇
を
伴
っ
て
亙
点
に
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ

の
と
き
の
調
整
プ
ロ
セ
ス
は
、
し
た
が
っ
て
、
刃
点
か
ら
亙
点
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

の
矢
印
の
線
に
沿
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
（
1
）
　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
が
唯
一
の
径
路
で
は
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て

　
　
は
、
　
一
廻
り
し
て
、
”
点
に
到
達
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

螂
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三
・
二
　
資
本
流
出
表
の
シ
フ
ト

　
今
度
は
、
同
一
の
利
子
率
樒
差
に
対
し
て
よ
り
多
く
の
資
本
が

移
動
す
る
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
利
子
率
楕
差
に

関
し
て
資
本
移
動
が
よ
り
敏
感
に
反
応
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
第

第6図

B

■－－

戸
／

■A
／

■亙

　　　’　　　一　　一　　一　一　一一1

パ

／
■

w

グ

A
7／

B

〆一アγ一γ7一ア

2
図
㈲
で
い
え
ば
、
資
本
流
出
表
K
亙
の
傾
き
が
、
よ
り
緩
や
か

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
資
本
移
動
が
利
子
率
格
差
に
対
し
て
一
層
敏
感
に
反
応

す
る
な
ら
ば
、
国
際
収
支
を
均
衡
に
維
持
す
る
た
め
に
は
、
所
与

の
交
易
条
件
、
し
た
が
っ
て
所
与
の
貿
易
収
支
に
関
し
て
、
よ
り

小
さ
な
利
子
率
椿
差
で
十
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
対
外
均
衡

表
は
刀
3
か
ら
亙
亙
に
変
化
す
る
（
第
6
図
）
。
他
方
、
貿
易
収

支
表
と
両
国
の
貯
蓄
・
投
資
表
は
不
変
で
あ
る
か
ら
、
両
国
対
内

均
衡
表
豚
W
も
不
変
で
あ
る
。
結
果
は
第
6
図
の
よ
う
に
な
る
。

　
新
し
い
対
外
均
衡
表
亙
亙
か
ら
見
る
と
、
旧
均
衡
点
刃
は
、
両

国
の
対
内
均
衡
は
維
持
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
自
国
の
国
際
収

支
は
赤
字
で
あ
る
。
今
や
亙
点
で
は
、
金
外
貨
準
備
は
自
国
で
は

減
少
し
外
国
で
は
増
加
し
始
め
、
貨
幣
供
給
も
そ
れ
に
伴
っ
て
自

国
で
は
減
少
し
外
国
で
は
増
加
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
自
国
で
利

子
率
を
上
昇
さ
せ
外
国
で
利
子
率
を
下
落
さ
せ
、
し
た
が
っ
て
内

外
利
子
率
椿
差
を
縮
小
さ
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
交
易
条
件
が
依

然
と
し
て
．
ρ
の
ま
ま
で
あ
る
な
ら
ば
、
内
外
利
子
率
格
差
の
縮
小

は
、
財
市
場
に
お
け
る
自
国
の
超
過
供
給
と
外
国
の
超
過
需
要
を

意
味
す
る
。
こ
の
と
き
の
調
整
プ
ロ
セ
ス
は
、
例
え
ぱ
第
6
図
に

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
両
国
対
内
均
衡
表
w
w
の
下
側
を
通
る

485
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万
点
か
ら
亙
点
へ
の
矢
印
の
線
で
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
．

貨
幣
供
給
量
の
変
化
に
対
し
て
、
輸
出
財
と
輸
入
財
の
価
格
が
反

応
す
る
な
ら
ぱ
、
対
内
均
衡
表
豚
w
の
上
方
を
通
っ
て
亙
点
に
到

達
す
る
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
ケ
ー

ス
の
中
間
で
、
対
内
均
衡
表
豚
w
に
沿
っ
て
刃
点
か
ら
亙
点
に
達

す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
新
均
衡
点
亙
と
旧
均
衡
点
刃
を
比
べ
る
と

次
の
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
に
交
易
条
件
は
一
ρ
か
ら
グ
に
上
昇
し
、

自
国
に
不
利
化
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
第
二
に
、
貿
易
収
支
表
X

〃
は
不
変
で
あ
る
か
ら
、
自
国
の
出
超
幅
の
増
大
を
意
味
す
る
。

第
三
に
利
子
率
格
差
は
〆
－
一
γ
か
ら
〆
1
〆
に
縮
小
し
た
。
こ
れ

は
自
国
で
の
利
子
率
上
昇
と
外
国
で
の
利
子
率
下
落
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
第
四
に
、
利
子
率
椅
差
は
縮
小
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、

第
二
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
自
国
か
ら
の
資
本
流
出
量
は
増
大
し

て
い
る
。
か
く
し
て
、
資
本
流
出
表
x
x
が
変
化
す
る
と
き
に
は
、

交
易
条
件
だ
け
で
な
く
利
子
率
も
共
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ

　
＾
1
〕

か
る
。（

1
）
　
資
本
移
動
が
利
子
率
格
差
に
敏
感
に
な
れ
ぱ
な
る
ほ
ど
、
第
6

　
図
に
お
い
て
対
外
均
衡
表
B
3
の
傾
き
は
急
に
な
り
、
極
端
な
場
合

　
は
縦
軸
に
垂
直
に
な
る
か
ら
、
こ
の
と
き
に
は
利
子
率
楕
差
は
な
く

　
　
な
り
、
両
国
で
利
子
率
は
等
し
く
な
る
。

　
三
・
三
　
貯
蓄
・
投
資
表
の
シ
フ
ト

　
最
後
に
第
三
の
撹
乱
、
す
な
わ
ち
自
国
の
貯
蓄
．
投
資
表
8
1

の
シ
フ
ト
の
効
果
を
追
跡
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
次
の
よ
う
な
撹

乱
を
想
定
す
る
。
す
な
わ
ち
所
与
の
利
子
率
に
つ
い
て
、
自
国
の

貯
蓄
と
投
資
の
差
額
が
増
大
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
は
自
国
に

お
い
て
貯
蓄
が
利
子
率
に
敏
感
に
反
応
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
、

ま
た
は
投
資
が
利
子
率
に
鈍
感
に
反
応
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
、

あ
る
い
は
両
者
が
共
に
起
っ
た
か
の
い
ず
れ
か
の
ケ
ー
ス
に
相
当

す
る
。
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
で
あ
れ
、
第
－
図
㈲
の
下
半
分
の
図
に

お
い
て
自
国
の
貯
蓄
・
投
資
表
8
1
は
上
方
に
シ
フ
ト
し
、
そ
れ

に
伴
ウ
て
第
－
図
㈹
に
お
い
て
自
国
の
対
内
均
衡
表
は
上
方
に
シ

フ
ト
す
る
。
そ
の
結
果
、
所
与
の
交
易
条
件
に
関
し
て
、
利
子
率

格
差
は
よ
り
大
き
く
な
る
。
す
な
わ
ち
第
7
図
に
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
両
国
対
内
均
衡
表
は
w
w
か
ら
w
w
へ
と
上
方
に
シ
フ

ト
す
る
。
対
外
均
衡
表
は
3
3
の
ま
ま
不
変
で
あ
る
。

　
さ
て
、
両
国
対
内
均
衡
表
が
w
w
か
ら
w
w
に
シ
フ
ト
し
た
の

で
、
旧
均
衡
点
E
は
新
対
内
均
衡
表
w
w
の
下
方
の
領
域
に
あ
る

が
、
し
か
し
依
然
と
し
て
対
外
均
衡
表
3
3
上
に
あ
る
。
今
や
旧

均
衡
点
刀
に
お
い
て
は
、
財
市
場
で
は
自
国
は
超
過
供
給
で
外
国
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は
超
過
需
要
で
あ
る
。
と
す
れ
ぱ
自
国
の
輸
出
財
価
格
は
輸
入
財

の
価
格
に
比
べ
て
下
落
し
、
交
易
条
件
ρ
は
上
昇
す
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
結
果
、
自
国
の
貿
易
収
支
は
有
利
に
な
り
、
利
子
率
格
差
に

変
化
の
な
い
か
ぎ
り
、
国
際
収
支
は
自
国
の
黒
字
と
な
る
。
金
外

貨
準
備
は
自
国
で
は
増
加
し
外
国
で
は
減
少
し
、
貨
幣
供
給
量
も

自
国
で
は
増
加
し
外
国
で
は
減
少
す
る
。
利
子
率
は
自
国
で
は
下

落
す
る
が
外
国
で
は
上
昇
す
る
。
内
外
の
利
子
率
格
差
は
拡
大
す

る
。
か
く
し
て
、
交
易
条
件
ρ
の
上
昇
と
利
子
率
格
差
の
拡
大
を

伴
い
な
が
ら
、
新
対
内
均
衡
表
π
灰
と
対
外
均
衡
表
3
石
の
交
点

で
あ
る
新
均
衡
点
亙
へ
向
っ
て
、
対
外
均
衡
表
万
週
の
上
方
か
ら

矢
印
の
線
に
沿
っ
て
調
整
過
程
が
進
行
す
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
他
の
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
言
及
し
な

い
で
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
新
旧
均
衡
点
を
比
較
す
る
と
、
交
易
条
件
は
一
ρ
か
ら
〆
へ
と
自

国
に
不
利
化
し
、
利
子
率
格
差
は
拡
大
し
、
ま
た
貿
易
収
支
は
自

国
に
有
利
化
、
し
た
が
ウ
て
自
国
の
資
本
流
出
は
増
大
す
る
。

四
　
結
論

　
本
稿
で
は
、
交
易
条
件
と
利
子
率
格
差
を
中
心
に
し
な
が
ら
、

内
外
均
衡
へ
の
調
整
プ
ロ
セ
ス
を
検
討
し
た
。
分
析
の
基
礎
に
あ
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る
モ
デ
ル
は
極
め
て
単
純
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ

ル
に
あ
っ
て
は
、
自
国
の
み
で
な
く
外
国
の
内
外
均
衡
も
同
時
に

考
慮
さ
れ
て
い
る
点
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
交
易
条

件
と
利
子
率
格
差
と
い
う
平
面
上
で
分
析
を
可
能
に
し
た
一
一
と
も

重
要
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
基
本
図
を
用
い
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、

交
易
条
件
の
変
化
、
利
子
率
格
差
の
変
化
、
利
子
率
の
変
化
、
そ

し
て
ま
た
貿
易
収
支
お
よ
び
資
本
収
支
の
変
化
な
ど
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
為
替
レ
ー
ト
を
一
定
と
し
、
所
得
水

準
も
完
全
雇
用
水
準
に
固
定
さ
れ
て
い
る
と
仮
定
し
た
。
こ
れ
ら

の
仮
定
を
取
り
除
い
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
基
本
図
が
導
出
で
き

る
か
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
政
府
部
門
を
明
示

的
に
導
入
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
犬
学
教
授
）
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